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５

７ 効率的な行政運営
　　　　　　　によるまちづくり

４　　　誰もが住みよい
　　　　　　　　安全安心なまちづくり

令和４年度

　　　未来へはばたく子どもたちを　　
　　　　　　　　　　　育むまちづくり

１　　　元気な産業と活力あるまちづくり
　　　　　　　　　

２　　　豊かな資源を活かした　　　　　
　　　　　　　魅力あふれるまちづくり

３　　　機能的な生活基盤の
　　　　　　　　　充実したまちづくり

６　　　市民が活躍するまちづくり

特集 令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針

　新たに地域おこし協力隊制度を活用し、離農
を予定している農地の経営を新規就農希望者が
引き継ぐ第三者経営継承を推進します。

　中空知管内の自治体や市内関係機関と連携
し、合同企業説明会の開催や仕事情報誌「ｇｏ
ｏｄ　ｊｏｂ！！」の製作に取り組むほか、バー
チャルリアリティやオンラインを活用した職場
体験事業や企業向けセミナーを開催します。

　滝川クラフトビール工房の運営を担う醸造士
を育成するため、地域おこし協力隊員を募集す
るとともに、採用後の活動を支援します。

　都市全体の構造を見直し、都市機能の集約と
公共交通の充実等により、持続可能な都市を目
指します。

　滝の川公園テニスコート改修工事を実施し、
令和５年度からの全面供用開始を目指します。
また、緑町公園などの改修工事や平和公園・江
部乙中央児童公園の改修に向けた実施設計を行
います。

　引き続きＬＥＤ灯への切り替えを促進すると
ともに、自立柱については、老朽化による倒壊
を回避するため、計画的に撤去を進めます。

　市立病院に隣接して新築移転する高等看護学
院を令和４年度から供用開始し、学習環境・利
便性の向上を図るとともに、学院生の確保と卒
業後の市立病院への就労促進に取り組みます。

　生活環境保全のため、「滝川市空家等対策計
画」に基づき、管理不全の空家などの所有者に
対し、自主的な改善および適切な管理を指導し
ます。

　特殊詐欺など犯罪の発生抑止や早期解決につ
なげ、安全安心なまちづくりを強化するため、
駅前周辺に防犯カメラを試行的に設置します。

　滝川キャンプサイトを中核に、石狩川沿いの
各施設と連携し、リバーサイドの魅力を活用す
ることで、観光客入込数の回復や市内滞在時間
の延長から、経済波及効果の向上を目指します。

　集客力の向上を図るため、指定管理者と連携
し、新たな特産品の開発、旬の地元農作物や特
産品情報の発信、イベントの開催などを支援し、
魅力ある施設づくりに取り組みます。

　市内在住の外国人が安心して生活し定着でき
るよう、市内企業等と連携し、生活支援や多文
化に対する理解を深める取り組みを行います。

　少子高齢化や人口減少社会の進展などの課題
に対応し、まちの持続的な発展と市民生活の向
上を目指し、将来都市像とまちづくりの指針を
示す「滝川市総合計画」を策定します。併せて公
共施設については長期的な展望を示す時期にあ
ることから、これまで検討してきた内容を踏ま
え、令和４年度中に再編・統合・廃止を含めた「滝
川市公共施設個別施設計画」を策定します。

　行政サービスのさらなる向上や業務の効率化
を目指すため、外部人材を活用しながら機運醸
成のための職員研修を実施するとともに、行政
手続きのオンライン化の推進や情報システムの
標準化・共通化などに向けた準備を進めます。

　地域コミュニティ活動の拠点としての機能充
実のため、新たに整備したＷｉ-Ｆｉ環境を生
かし、集いの場や新たな活動の展開を図るとと
もに、江部乙地域の魅力や市民活動について情
報を発信します。また、「えべおつ市民大学～
乙なカレッジ～」については、地域住民による
運営委員会と連携し、引き続き関係団体と協力
しながら、より幅広く事業展開を図ります。

　担い手不足により町内会の維持が困難である
との相談が増えつつあることから、持続可能な
地域活動を目指すため、コミュニティ組織のあ
り方や、各地区コミュニティセンターの運営方
法についての見直しを進めます。

　新生児誕生のお祝いとして紙おむつやミルク
などの購入に使用できるクーポン券とおむつ廃
棄に使用するごみ袋を新生児訪問や乳児相談時
などで配付するとともに、各家庭に合わせた相
談支援を一体的に行うことにより、家計や精神
面の負担軽減につなげ、安心して子育てできる
環境の充実を図ります。

　地域連携推進協議会を中心に、安定的な学生
確保や卒業後の地元定着に向けた取り組みを引
き続き推進するほか、同短大部による地域貢献
事業や学生が主体的に関わる地域活動、教育支
援活動などへの側面的な支援を行います。


